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序章 複式簿記と記帳技術の基礎

簿記( )bookkeeping
特定の経済主体に属する財産の増減変動の事実と原因を継続的に記録し、集計（計算・

整理）する技術

簿記の種類

（１）複式簿記と単式簿記

・ ：すべての取引を一定のルールに従って二面的複式簿記(double entry bookkeeping)

に記録する簿記 と を同時に行う簿記→財産の管理 損益計算

・単式簿記( )：複式簿記ではない簿記法single entry bookkeeping
（２）商業簿記・工業簿記・銀行簿記…

・ ：商業（商品売買業・サービス業）で行われる簿記商業簿記

業種の違いによる分類・工業簿記：工業（製造業）で行われる簿記

・銀行簿記：銀行で行われる簿記

：

…

複式簿記の目的

①

記録 と事実 の照合（当在高） （実在高）
財産の浪費・不正使用の防止、係争時の証拠

原因記録の分析

②

営業活動による財産の増加額（利益）の計算

③財務諸表( )作成のための資料提供financial statements

小 遣 帳

平 成
摘 要 受 入 支 払 残 高

× 年

４ １ 母より送金。 40,000 40,000

２ 散髪代 3,000 37,000

〃 太田君に誕生祝を贈る。 5,000 32,000

５ アルバイト収入。 10,000 42,000

変動の原因の記録 事実の記録 結 果

(事実の集計)

簿記の前提条件

・会計単位：簿記が記録の対象とする経済活動の範囲

・貨幣金額による計算
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第１章 資産・負債・資本と貸借対照表

貸借対照表
たいしゃくたいしょうひょう

など（一般に財産といわれているようなもの）・ ( ) 財貨 ・債権Asset ： (モノ・カネ) ※

など・ ( )：債務Liability ※

※債権：ある特定の人に対して一定の行為を請求する権利

債務：ある特定の人に対して一定の行為をなすべき義務

（売上代金の未収額 など資産の例：現金、売掛金 、商品、建物、車両、備品、土地）
うりかけきん

（仕入代金の未払額）など負債の例：借入金、買掛金
かいかけきん

資 産－負 債 ( , )＝ Capital Equity
（マイナスの場合は債務超過という）

簿記ではマイナスの使用を避ける（負数忌避）！資 産＝負 債＋資 本

→

★ ( )balance sheet;
一定 の資産・負債・資本の一覧表（ ）財政状態

貸借対照表
東京商店 平成×年1月1日 単位：円
資 産 金 額 負債及び資本 金 額
現 金 300,000 借 入 金 1,000,000
備 品 350,000 資 本 金 3,500,000
車 両運搬具 850,000
建 物 1,000,000
土 地 2,000,000

4,500,000 4,500,000

資産・負債・資本の増減と純利益

東京商店の１年間(×年1月1日～×年12月31日)の営業活動

①得意先茨城商店の商品等を運搬し、運送料 3,000,000を現金で受け取った （サービスの提供）¥ 。

資産 の増加―資本の増加· （現金）

②Ａ銀行からの借入金 1,000,000を現金で返済した。¥

資産 の減少―負債 の減少· （現金） （借入金）

③Ａ銀行に対して、借入金の利息 50,000を現金で支払った （サービスの消費）¥ 。

資産 の減少―資本の減少· （現金）

④車両運搬具の燃料費 500,000を現金で支払った （財の消費）¥ 。

資産 の減少―資本の減少· （現金）

⑤事務用の備品 200,000を購入し、代金は現金で支払った。¥

資産 の増加―資産 の減少· （備品） （現金）

⑥車両運搬具を購入し、代金は現金で支払った。

資産 の増加―資産 の減少· （車両運搬具） （現金）
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⑦Ｂ銀行から現金 800,000を借り入れた。¥

資産 の増加―負債 の増加· （現金） （借入金）

⑧従業員に給料 1,600,000を現金で支払った （サービスの消費）¥ 。

資産 の減少―資本の減少· （現金）

（単位：千円）資産・負債・資本の変動表

資 産 ＝ 負 債＋ 資 本 】【

資 産 負 債 資 本

現 金 備 品 車両運搬具 建 物 土 地 借入金 資本金
期首 300 350 850 1,000 2,000 1,000 3,500
① ＋3,000 ＋3,000
② －1,000 －1,000
③ －50 －50
④ －500 －500
⑤ －200 ＋200
⑥ －400 ＋400
⑦ ＋800 ＋800
⑧ －1,600 －1,600
期末 350 550 1,250 1,000 2,000 800 4,350

当期純利益：営業活動による資本の純増加額

( 850,000) ( 4,350,000) ( 3,500,000)当期純利益 ＝期末資本 －期首資本¥ ¥ ¥
（マイナスの場合は当期純損失）

貸借対照表
東京商店 平成×年12月31日 単位：円
資 産 金 額 負債及び資本 金 額

期末負債現 金 350,000 借 入 金 800,000
備 品 550,000 資 本 金 3,500,000 ※

期末資産 期末資本
850,000車両運搬具 1,250,000 当期純利益

建 物 1,000,000
土 地 2,000,000

5,150,000 5,150,000

※期末（決算）貸借対照表では、資本金は期首資本の金額と当期純利益を別個に表示する

【章末問題】

岡山商店の平成×年1月1日（期首）と平成×年12月31日（期末）の資産、負債は、以下のとおりであ

った。これにより、期末貸借対照表を作成しなさい。

平成×年1月1日（期首）

現金 650,000 備品 300,000 車両運搬具 400,000 借入金 350,000¥ ¥ ¥ ¥

平成×年12月31日（期末）

現金 250,000 普通預金 400,000 備品 500,000 車両運搬具 750,000¥ ¥ ¥ ¥

借入金 700,000¥
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第２章 収益・費用と損益計算書

Ｂ／Ｓ
負 債

資 産 資 本 金

当期純利益が生じた原因？当期純利益 ‡

・ ( ：営業活動（財・サービスの提供）による資本の増加原因Revenue）
・ ( )：営業活動（財・サービスの消費）による資本の減少原因Expense

( 850,000) ( 3,000,000) ( 2,150,000)当期純利益 ＝収益 －費用¥ ¥ ¥
（マイナスの場合は当期純損失）

（ 負数忌避）費用＋当期純利益＝収益

→

損益計算書
東京商店 自 平成×年1月1日 至 平成×年12月31日
費 用 金 額 収 益 金 額
支 払 利 息 50,000 運 送料収入 3,000,000
燃 料 費 500,000
給 料 1,600,000
当期純利益 850,000

3,000,000 3,000,000

★ ( , )profit and loss account income statement[英] [米]

一定 の収益・費用・純利益 の一覧表（ ）（または純損失） 経営成績

当期純利益 の二面的計算（または当期純損失）

期末資本－期首資本＝当期純利益（ 純損失）財産法 Ｂ／Ｓ： △

収益－費用＝当期純利益（ 純損失）損益法 Ｐ／Ｌ： △

末資産＝期末負債＋期末資本期

期末資本＝期首資本＋当期純利益

当期純利益＝収益－費用

※期中に追加元 入（出資）または引 出があった場合
もといれ ひきだし

期末資本－ ＝当期純利益（ 純損失）（期首資本＋追加元入－引出） △

【章末問題】

〔 〕 （ ） （ ） 、１ 岡山商店の平成×年1月1日 期首 から平成×年12月31日 期末 までに発生した収益・費用は

次の通りであった。これにより、損益計算書を作成しなさい。

運送料収入 2,800,000 給料 1,700,000 燃料費 570,000 広告宣伝費 300,000¥ ¥ ¥ ¥

支払利息 30,000¥
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第３章 勘定の貸借記入原則

≠ 一般的な取引( )：資産・負債・資本に変動を生ずる事象transaction

資産・負債の変動
交換取引

資産・負債の変動 資本の追加元入・引出（資本の直接的増減） 混合取引

収益・費用の発生（営業活動による資本の増減） 損益取引

：取引を記録する計算要素（項目）( )account;a/c
資産・負債・資本・収益・費用を財産管理・損益計算の必要から細分した計算要素

：個々の勘定の名称勘定科目

：帳簿に勘定毎に設けられた取引記録の場所勘定口座

勘定口座の様式：標準式と残高式

【標準式】

勘定科目

平 成 仕 平 成 仕
摘 要 借 方 摘 要 貸 方

× 年 丁 × 年 丁

【残高式】

勘定科目

平 成 仕 借
摘 要 借 方 貸 方 残 高又

× 年 丁 貸

※摘要欄・仕丁欄については、後述

学習上の簡略様式（Ｔフォーム、Ｔ ）-account
勘定科目

・ ( .)：左側debtor:Dr
・ ( .)：右側creditor:Cr

取引例（現金 ：4 1 前期繰越 100 4 2 広告費 60支払） / ¥ / ¥
4 3 運送料 80入金 4 3 燃料費 50支払/ ¥ / ¥
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（簿記・会計という事業の言語の文法）★勘定の貸借記入原則

期末貸借対照表： ＝ ＋ ＋当期純利益資産 負債 資本金

当期純利益＝ － ：損益計算書収益 費用

·

資産＋費用＝負債＋資本金＋収益

＋ － ＋ － － ＋ － ＋ － ＋

(B/S) (P/L)貸借対照表 損益計算書
資産の勘定 負債の勘定 費用の勘定 収益の勘定

¬ ¬ ≈ ¬ ¬ ≈前 期 繰 越 前 期 繰 越減少 減少 発生 取消 取消 発生
費用増加≈

負債 収益増加≈

資本の勘定
前 期 繰 越資産 減少¬

≈増加
資本

取引要素の結合関係

借 方 貸 方

Ａ＋ Ａ－資産の増加 資産の減少

Ｌ－ Ｌ＋負債の減少 負債の増加

Ｃ－ Ｃ＋資本の減少 資本の増加

Ｒ－ Ｒ＋収益の取消 収益の発生

Ｅ＋ Ｅ－費用の発生 費用の取消

第４章 仕訳帳と元帳―仕訳と転記

仕訳 転記① ②
しわ け

証 憑（取引の証拠書類） 仕訳帳 元 帳
しょうひょう

( ) ( ) ( )voucher journal ledger

( )① journalizing
取引が発生したとき、どの勘定に記入するのか？、借方・貸方のどちらに記入するの

、 （ ）か？ いくらで記入するのか決定し これらを一定の形式に基づいて帳簿

に記入する手続

仕訳帳の役割

・取引の日記（取引発生順の証拠記録）

・勘定記入の準備および正確性の確保
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( )② posting
仕訳帳の仕訳をもとに、 の勘定口座へ記入する手続

元帳の役割

・財産の管理（資産・負債の勘定）

・資本・損益の計算（資本・収益・費用の勘定）

・貸借対照表・損益計算書の作成に必要なデータの提供

仕 訳 帳
3

平 成 元
摘 要 借方 貸方

× 年 丁
× × (ＡＢ) 11 100 学習上の略式の仕訳

(ＣＤ) 25 100 （借）ＡＢ 100 （貸）ＣＤ 100

意味： 元帳の11ページのＡＢ勘定の借方に100、25ページのＣＤ勘定の貸方に100記入せよ！』『

欄：該当する勘定のある元帳のページ数を記入元 丁
もとちょう

元 帳
ＡＢ(標準式) 11 ＣＤ（略式）25

100平 成 仕 仕 × ×/ AB
摘要 借方 日付 摘要 貸方

× 年 丁 丁
100× × ＣＤ 3

（複数ある場合には「諸 口」と記入）摘要欄：仕訳の相手勘定を記入
しょくち

仕丁欄：該当する仕訳のある仕訳帳のページ数を記入

第５章 試算表

( ； )trial balance T/B
： を利用した （ ）の正確性の検証手段貸借平均の原理 勘定記入 転記
（貸借平均の原理を犯さない誤りは発見できない）

仕 訳 帳 元帳（ フォーム）T
１

平 成 元
摘 要 借方 貸方

× 年 丁
× × (ＡＢ) 1 100 ＡＢ 1 ＣＤ 2

(ＣＤ) 2 100 100 60 70 100
× (ＡＢ) 1 80 80

(ＥＦ) 3 80
× (ＣＤ) 2 70 ＥＦ 3

(ＥＦ) 3 70 60 80
× (ＥＦ) 3 60 70

(ＡＢ 1 60）
310 310
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試算表 試算表合計 残高

平成×年×月×日 平成×年×月×日

元 元
借 方 勘 定 科 目 貸 方 借 方 勘 定 科 目 貸 方

丁 丁
180 1 Ａ Ｂ 60 120 1 Ａ Ｂ
70 2 Ｃ Ｄ 100 2 Ｃ Ｄ 30
60 3 Ｅ Ｆ 150 3 Ｅ Ｆ 90
310 310 120 120

一致 一致

仕訳帳合計額

試算表合計残高

平成×年×月×日

借 方 元 貸 方
勘 定 科 目

残 高 合 計 丁 合 計 残 高
120 180 1 Ａ Ｂ 60

( )第６章 決算手続 closing entry

決算の手順

（前述）①試算表( )の作成T/B
（後述）②棚卸表の作成

（後述）③決算整理

(収益・費用の諸勘定を損益勘定へ振り替える)④損益振替

収益・費用の諸勘定が貸借平均し、損益勘定に収益と費用が集計される

(損益勘定の貸借差額“当期純利益または純損失”を資本金勘定へ振り替える)⑤資本振替

損益勘定で当期純利益または純損失が計算され、資本金勘定は期末資本の額となる

(資産の勘定および負債の勘定・資本金勘定の残高を残高勘定へ振り替える)⑥残高振替

資産の勘定および負債の勘定・資本金勘定が貸借平均し、残高勘定も貸借平均する

⑦仕訳帳・元帳の締切

⑧損益計算書 ・貸借対照表 の作成( ) ( )P/L B/S

：ある勘定から他の勘定へ金額を移動すること振替

の の金額を の に振り替える場合Ｘ勘定 借方 Ｙ勘定 借方

→複式記入( )→ の に記入し、 の に記入するdouble entry Ｘ勘定 貸方 Ｙ勘定 借方
．．

元帳の勘定口座に記入（ ）するときは、必ず仕訳帳で指示（ ）をすること！※ 転記 仕訳

仕訳 転記
取引 仕訳帳 元帳

振替
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〔例〕Ｘ勘定の借方残高 10をＹ勘定の貸方に振り替える¥
振替仕訳 （借）Ｙ 10（貸）Ｘ 10

Ｘ Ｙ
1050 40

10

【決算の図解】

の勘定 の勘定費用 収益
1 (2) (1) 1E R①振替 ①振替損益

発 生 発 生費 収E R1 1
2E

2 3 2E E R用 益
発 生 当期純利益

2R
発 生費用＋当期純利益＝収益

3E
②振替発 生

資本金
元 入 資 本

当期純利益
期末資本＝元入資本＋当期純利益

の勘定 の勘定資産 負債
1 (1) (2) 1A L③振替 ③振替残高

前 期 繰 越 前 期 繰 越減 少 減 少資 負A L1 1
増 加 増 加

2 2産 債A L

3A
2 2A L期 末 資 本

前 期 繰 越 前 期 繰 越減 少 減 少
増 加 増 加期末資産＝期末負債＋期末資本

3A
(2)前 期 繰 越 減 少 ③振替

増 加
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損益振替仕訳①

(1)（借）Ｒ１ ×× （貸）損益 ××
Ｒ２ ××

(2)（借）損益 ×× （貸）Ｅ１ ××
Ｅ２ ××

② （当期純利益の場合）資本振替仕訳

（借）損益 ×× （貸）資本金 ××
※当期純損失の場合（費用＞収益）の場合は、貸借反対の仕訳となる

残高振替仕訳③

(1)（借）残高 ×× （貸）Ａ１ ××
Ａ２ ××
Ａ３ ××

(2)（借）Ｌ１ ×× （貸）残高 ××
Ｌ２ ××
資本金 ××

の作成－決算報告手続財務諸表

元帳 財務諸表

損益勘定 損益計算書

残高勘定 貸借対照表

複雑な帳簿の決算手続を誤りなく行うための準備作業６欄 ( ： )：精算表 worksheet W/S

精算表の仕組み 精 算 表
平成×年×月×日

元 残 高 試 算 表 損 益 計 算 書 貸 借 対 照 表
勘 定 科 目

丁 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方
③

資産の勘定 1,580 1,580
④省

負債の勘定 500 500
⑤

資本の勘定 1,000 1,000
①

収益の勘定 350 350
②略

費用の勘定 270 270

当期純利益 80 80

1,850 1,850 350 350 1,580 1,580

残高試算表( )と損益計算書( )・貸借対照表( )の関係T/B P/L B/S
Ｔ／Ｂ Ｂ／Ｓ
負 債 負 債

資 産 資 本 金 資 産 資 本 金

当期純利益 当期純利益

費 用 収 益 → 費 用 収 益
Ｐ／Ｌ
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( )開始記入 opening entry
前期から残高が引き継がれる の勘定を再開する手続資産・負債・資本

【開始仕訳】

（借）資産の勘定 ×× （貸）負債の勘定 ××

資本の勘定 ××

【転 記】

（資本の勘定）資産の勘定 負債の勘定 資本金

前期繰越×× 前期繰越×× 前期繰越××

＊摘要欄は「諸口」と記入すべきであるが、一般的には「前期繰越」と記入

＜参考＞大陸式決算法と英米式決算法

・大陸式決算法（開始残高勘定を設ける方法）

【開始仕訳】

（借）資産の勘定××（貸）開始残高×× （借）開始残高××（貸）負債の勘定××

資本の勘定××

・英米式決算法

① 。したがって残高振替は行わない残高勘定を設けない

②決算手続の正確性検証のため、残高勘定の代わりに、簿外に を作成繰越試算表

③資産・負債・資本の勘定には、仕訳をせずに、直接、 と を行う次期繰越記入 前期繰越記入

( )簿記一巡の手続 Accounting Cycle

【 【 】帳簿】 帳簿外の表仕訳＆転記

営業取引の記入 試算表
↓

決算整理 棚卸表 精算表(後述) (後述)

↓
（ ・ の勘定の差額を へ振替える）損益振替 収益 費用 損益勘定

↓
（ の差額―当期純利益を へ振替える）資本振替 損益勘定 資本金勘定

↓
（ ・ ・ を へ振替える）残高振替 資産 負債 資本金勘定 残高勘定→

損益計算書仕訳帳・元帳を締切る
貸借対照表

→

：翌期首（資産・負債・資本の勘定を再開）開始記入→

(後述)再振替
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簿記の目的


